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研究成果の概要（和文）：「複ゲーム状況」（相反する規則や信念が同時並行的に作用する事

態）に着目し、その民族誌的研究を東南アジア諸国において実施するとともに、そこで得

られた資料にもとづいて、文化人類学の研究対象のイメージの革新をはかるために、一群

の分析概念を開発した。 
 
研究成果の概要（英文）：Based on the analysis of ethnographic data from field researches 
in Southeast Asian countries, focusing on "multiple-game situation" in which 
rules-beliefs that conflict with each other remain in force, a group of analytical 
concepts was newly developed in order to reimagine the subjects and objectives of 
anthropological research. 
 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
21 年度 12,100,000 3,630,000 15,730,000 

22 年度 10,400,000 3,120,000 13,520,000 

23 年度 8,100,000 2,430,000 10,530,000 

年度  

  年度  

総 計 30,600,000 9,180,000 39,780,000 

 
 
研究分野： 人文学 
科研費の分科・細目： 文化人類学・民俗学 
キーワード： 複ゲーム状況、規則－信念、コミュニケーション、権威者、不定見者、累積

的歴史観 
 
１．研究開始当初の背景 
 文化人類学の伝統的アプローチは、「社会
構造」や「文化体系」のような複合体を念頭
におくことで、研究対象を措定してきた。こ
の状態は、現在にいたるまで、根本的に再考
されることなく継続してきた。だが、フィー
ルド調査において人類学者は、矛盾、対立す
る多様な説明に接し、そこから整合的な像を
導きだすことにたえず苦慮する。このことだ
けを考えても、上記のような問題設定には大

きな疑問のあることが理解できる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、東南アジア諸地域を対象とする
フィールド調査と民族誌研究にもとづき、過
去のさまざまな経緯に由来し、現在に累積す
る多様で雑多な規則－信念がどのような関
係にあり、また、どのような関係にありうる
かを、「複ゲーム状況」、すなわち、相反する
規則や信念が同時並行的に作用する事態（や
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そのことを意識している事態）に焦点をあて
ながら明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 あらかじめ計画してあったインドネシア、
マレーシア、タイ、フィリピン、台湾におけ
る調査地で毎年、平均数週間、複ゲーム状況
と関連する事象についてフィールド調査を
実施し、その整理分析をおこなった。 
 また、平成 21 年度には 2 回、平成 22 年度
と 23 年度にはそれぞれ 5 回の研究会を京都
大学で開催し、研究代表者と研究分担者の全
員が調査研究の成果を発表するとともに、発
表内容について議論をおこない、「複ゲーム
状況」の概念と関連づけながら、情報や知識
の共有をはかった。 
 
４．研究成果 
（１）研究代表者と研究分担者がフィールド
調査をおこなった地域および、この調査にお
いて民族誌的データの集中的な収集がはか
られた複ゲーム状況と関連する事象は以下
のとおりである。 
 杉島（研究代表者）： インドネシアのティ
モール島南西部およびフローレス島中部に
おける、狡智や暴力を行使することで首長の
地位を獲得することの正当性を主張する考
えと、生命の根源を掌握する、過去から継承
されてきた首長の地位を重視する考えが相
対立しながら並存してきた状況。 
 片岡（以下研究分担者）： 中国の雲南を故
地とし、ビルマ、ラオス、タイ北部の山地に
居住するラフ人の宗教に焦点をあて、キリス
ト教、精霊祭祀、仏教、土着主義的な千年王
国運動等が、たがいに相容れないものである
という緊張関係をはらみながら並存してき
た状況。 
 飯田（研究分担者）： タイ北部における、
選択可能な複数の治療法が混交することな
く、複数の規則−信念が相反するものとして
当事者に認識されており、当事者はそれを
ジレンマや板挟として経験している状況。 
 津村（研究分担者）： タイ東北部における
ピー信仰、特に守護霊信仰をめぐって異なる
複数の論理が並存しながら、ときに葛藤を顕
わにする状況。 
 森田（研究分担者）： タイにおける図面に
もとづいて開発、製造がおこなわれる近代工
業技術と、見本にもついて改良と製造がおこ
なわれる地元工場におけるエンジニアリン
グをめぐる複ゲーム状況。 
 多和田（研究分担者）： 高度に産業化した
消費社会においてイスラーム化が進展する
メカニズム、特にマレーシアにおけるハラー
ル認証制度に焦点をあて、それがイスラー
ム的ゲームと経済的ゲームとの複ゲーム状
況と営まれている状況。 

 東（研究分担者）： フィリピン・ビサヤ地
方の都市的環境のなかで、近代医療、呪医に
よる医療、カトリックが緊張をはらんだ関係
のもとに並存し、住民がこれらの医療資源を
横断的に活用している状況。 
 細田（研究分担者）： フィリピンのサマー
ル島からマニラへ移住した人々あいだで観
察される、移住先で獲得された富とその分配
をめぐって、複数の規則－信念が対立する事
態。 
 加藤： インドネシアの西カリマンタンに
おけるアフラヤシの大規模プランテーショ
ンと小農が接合したり、分離・並存するよう
になる歴史的過程。 
 中村： インドネシアのバリの慣習村おけ
る、昔通りにすることを良しとする伝統派、
新しい知識や収入源を村の運営に導入しよ
うとする近代派との対立や、それらの考えに
無関心な大多数の村人が並存する状況。 
 綾部： タイ北部のリス人のあいだに見ら
れる、NGO 関係者や知識人が支持する先住
民アイデンティティを重視する活動と、それ
に対立する国民アイデンティティを強調す
る動きとの対立、およびそれ以外の不定見な
大多数のリス人が並存する状況。 
 市野澤： タイのサービス産業に焦点をあ
て、商品交換の取引対象にならない異性間で
成立する親密性が商品交換の対象として取
引される状況。 
 石垣： 台湾の在来民、ブヌン人のあいだ
で、土地に関わる歴史的に経緯の異なる多様
な規則－信念が同時並行的に作用している
状況。 
 以上は、詳細な調査がおこなわれた複ゲー
ム状況と関連する事象であり、複ゲーム状況
それ自体は社会生活のいたるところに遍在
することが確認された。 
 
（２）上記のような民族誌的データの分析と
研究会における議論を通して明らかになっ
てきた論点は以下のとおりである。 
 ①文化は行為と認識の枠組として作用す
ることで、一定の様式をもつ社会生活を成立
させる規則−信念の体系と定義されてきた。
だが、複ゲーム状況では相反する規則－信念
が同時並行して作用する結果、その規則－信
念は随順すべき社会生活の枠組ではなくな
り、たがいに他にとって否定されるべき経験
命題となる。複ゲーム状況は社会生活のいた
るところに遍在するために、これは例外的か
つ部分的な現象とはいえない。その一方で、
過失や違反に対する叱正や矯正が日常的に
頻繁におこなわれていることから明らかな
ように、規則−信念は遵守することが強く求
められ、また強い効力をもつこともある。そ
れゆえ、文化の概念にかわるものとして、規
則−信念が無効になったり、有効になったり



 

 

する様態を適切に語るための一群の概念を
整備する必要がある。 
 ②複ゲーム状況では、ある規則－信念を奉
じながら高い頻度でコミュニケーションを
おこなう一群の人々と、それと相反する規則
－信念を抱懐し、かつ同様のコミュニケ－シ
ョンをおこなう一群の人々との対立が見ら
れる。 
 ③こうしたコミュニケーションの中心に
は、コミュニケ－ションを通して、それに参
与する人々に規則－信念への随順をはかる
権威者の存在がある。 
 ④こうした権威者は、複数の規則−信念を
結びつけて語るが、こうした総合は権威者ご
とに異なる。この個別特異的な総合の並存は、
権威者や権威者を中心とするコミュニケー
ションと無関係に措定される文化の概念が
絵空事にすぎないことをしめしている。 
 ⑤文化の概念は、社会という空間に相互に
結びつきをもたないで浮動する規則−信念の
それ自体では非凝集的な性格や、規則−信念
を文化のような複合体として総合し、物語る
権威者の役割をとらえそこねている。 
 ⑥複ゲーム状況において対立する一群の
人々は少数派であり、大多数の者は、権威者
を中心とするコミュニケ－ションとは距離
をおいた生活を営んでいる場合が多い。こう
した不定見者の存在は、これまで文化人類学
においてほとんど注目されてこなかった。 
 
（３）本研究の成果を公刊すべく、平成 24
年度中に研究代表者と研究分担者が執筆し
た論文を編集し、平成 25 年度中に出版する
計画である。これによって本研究の所定の計
画は終了する。しかし、本研究を実施するな
かで浮かび上がってきた解明すべき課題が
いくつかあり、これらについては、あらため
て共同研究を組織し、今後とも次世代の文化
人類学的研究を内容豊かなものにするべく
努力していきたい。 
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